結　果　の　概　要　

１　 総 世 帯 の 家 計 の 概 要 
　平成１８年の福井市総世帯（平均世帯人員 2.60人、有業人員 1.05人、世帯主の平均年齢 
58.8歳、集計世帯数103)の１世帯当たりの１か月平均の消費支出の概要は、次のとおりです。
(1) 支出の動向　
   　　～消費支出は(+)8.6％の実質増加～
　　総世帯の消費支出は、１世帯当たり１か月平均 263,552円で、前年に比べ名目(+)9.1％の増加、消費者物価指数(持家の帰属家賃を除く総合）の増加分（0.5％）を除いた実質では、   (+)8.6％の増加となりました。
　　なお、全国の総世帯の消費支出は、１世帯当たり１か月平均　258,086円で、名目(-)3.2％の減少、実質(-)3.5％の減少となっています。
＜最近の動き＞

消費マインドの悪化や所得の減少などから、平成１４年は実質(-)1.3％の減少となりました。平成１５年は「保健医療」「教育」に対する支出が増加したことなどから、実質(+)0.9%の増加となりましたが、平成１６年には、「保健医療」「教育」が前年の大幅な伸びの反動から減少に転じ、実質(-)2.4%の減少となりました。平成１７年は消費マインドがおおむね横ばいの中で、所得が緩やかに増加したことにより、実質(+)2.7%の増加となり、平成１８年は景気回復が消費マインドに好影響を与え、「教養娯楽」が大幅に増加したことにより実質(+)8.6%の増加となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図１・統計表第１表）
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図１　福井市の消費支出額および対前年実質増加率の推移（総世帯）
２　　二 人 以 上 の 全 世 帯 の 家 計 の 概 要
　　平成１８年の福井市の二人以上の全世帯の１世帯当たり（平均世帯人員 3.35人、有業人員 
1.39人、世帯主の平均年齢 55.4歳、集計世帯数95)の１か月平均の消費支出の概要は、次のとおりです。

(1) 支出の動向
   　　～消費支出は(+)4.9％の実質増加～

　二人以上の全世帯の消費支出は、１世帯当たり１か月平均 311,582円で、前年に比べ名目(+)5.4％、実質(+)4.9％の増加となりました。

　なお、全国の二人以上の全世帯の消費支出は、１世帯当たり１か月平均 294,943円で、名目(-)1.9％の減少、実質(-)2.2％の減少となっています。
　＜最近の動き＞
平成１０年に前年末の金融システム不安の影響による消費マインドの悪化や所得減少により、実質(-)2.8%の減少となり、その後も平成１２年を除き、所得減少などにより実質減少が続きました。平成１６年に４年ぶりに実質(+)1.5%の増加となり、平成１８年には、戦後最長だったいざなぎ景気を超える景気拡大により、実質(+)4.9%の増加となりました。　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (図２・統計表第６表)
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図２　福井市の消費支出額および対前年実質増加率の推移（二人以上の全世帯）
(２)　費目別にみた１か月平均の消費の特徴　　

　　　　～光熱・水道を除きすべての費目で実質増加～

1 食料　１か月平均 70,941円　名目(+)3.8％、実質(+)2.4％の増加
「肉類」「乳卵類」「果物」などで実質減少となったものの、「酒類」「魚介類」などが実質増加となったため、全体として実質増加となりました。
2 住居　１か月平均 12,738円　名目(+)8.1％、実質(+)8.5％の増加
「家賃地代」が実質減少となったものの、「設備修繕・維持」が実質増加となったため、全体として実質増加となりました。

3 光熱・水道　１か月平均 25,796円　名目(-)2.2％、実質(-)5.3％の減少
「電気代」で実質増加となったものの、｢ガス代｣「他の光熱」などで実質減少となったため、全体として実質減少となりました。原油高の影響で灯油価格が高騰し、「他の光熱」の名目は増加となりましたが、消費者物価指数の増加分（23.8％）を除いた実質では減少となりました。

4 家具・家事用品　１か月平均 9,772円　名目(+)13.6％、実質(+)14.2％の増加
「寝具類」で実質減少となったものの、「室内装備・装飾品」などが実質増加となったため、全体として実質増加となりました。
5 被服及び履物　１か月平均 15,184円　名目(+)17.1％、実質(+)16.9％の増加
「和服」をはじめ、すべての項目で実質増加となりました。

6 保健医療　１か月平均 12,177円　名目(+)1.2％、実質(+)1.7％の増加
「医薬品」「保健医療サービス」が実質減少となったものの、「保健医療用品・器具」が実質増加となったため、全体として実質増加となりました。
7 交通・通信　１か月平均 38,261円　名目(+)4.4％、実質(+)4.2％の増加
「交通」「通信」が実質減少となったものの、「自動車等関係費」で実質増加となったため、全体として実質増加となりました。ガソリン価格が湾岸戦争以来最高値を記録したため、ガソリンを含む「自動車等関係費」が増加となりました。
8 教育　１か月平均 11,271円　名目(+)14.0％、実質(+)12.6％の増加
「教科書・学習参考教材」が実質減少したものの、「授業料等」「補習教育」が実質増加となったため、全体として実質増加となりました。
9 教養娯楽　１か月平均 28,564円　名目(+)5.8％、実質(+) 8.7％の増加
「教養娯楽用耐久財」が実質減少したものの、「教養娯楽用品」などが実質増加となったため、全体として実質増加となりました。「教養娯楽用耐久財」は名目で(-)20.9%の減少となりましたが、この大幅な減少は薄型テレビ等の価格が下落したことによるもので、消費者物価指数の減少分（18.0%）を除いた実質では、(-)3.5%の減少となっています。
10 その他の消費支出　１か月平均 86,879円　名目(+)5.9％の増加
「交際費」で実質減少となったものの、｢諸雑費｣で実質増加となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図３,４・統計表第６表）
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　　　　　　　　　　　～全国からみた福井市の特徴～
平成１８年の二人以上の全世帯の１世帯当たりの品目別支出金額の都道府県別（川崎市、北九州市を含む）ランキング！　（　）は平成１７年の順位を表しています。　　（統計表第８表）
食料

	支出金額が

大きい品目
	【１位】油揚げ・がんもどき（1位）、さといも（1位）、さしみ盛合わせ（1位）
カツレツ（1位）、コロッケ（2位）、天ぷら・フライ（2位）、もち（2位）
　　　　やきとり（2位）、他の調理食品・その他（1位）、大豆加工品（1位）
【２位】こんぶつくだ煮（1位）、かに（3位）、調理食品（5位）

【３位】ようかん（2位）、コーヒー飲料（5位）、他の果物（14位）、学校給食（24位）

	支出金額が

小さい品目
	【４８位】即席めん（39位）、はくさい漬け（45位）、他の洋生菓子（45位）、

　　　　　弁当（47位）、炭酸飲料（19位）、焼ちゅう（49位）、他のめん類（48位）

【４９位】小麦粉（48位）、ごぼう（49位）、他のめん類外食（49位）、

　　　　　他の穀物のその他（39位）


特徴として、福井県の特産物である「かに」や「さといも」は平成１７年に引き続きよく消費されています。また、「油揚げ・がんもどき」は平成５年のランキング集計開始以来１４年連続で１位です。「コロッケ」、「カツレツ」、「天ぷら・フライ」などの調理済みの食品が１位にランキングされているのは、福井の共稼ぎ率の高さを反映している結果といえます。
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食料品以外　
	支出金額が

大きい品目
	【１位】子供用洋服（26位）、子供服（27位）、生地・糸類（39位）、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きじゃくじ),着尺地)（36位）
【２位】和服（2位）、国公立小学校授業料等（4位）・国公立中学校授業料等（1位）

NHK放送受信料（1位）、他の履物（4位）、その他9品目

【３位】電気代（2位）、音楽・映像収録済メディア（42位）、その他8品目

	支出金額が
小さい品目
	【４８位】住居（47位）、民営家賃（45位）、映画・演劇等入場料（45位）

交通（44位）、鉄道通学定期代（40位）、バス通勤定期代（47位）、

被服・履物修理代（35位）、他の通信機器（49位）
【４９位】動物病院代（2位）


　※　購入頻度が少ないものに関しては、変動が大きくなる場合があります。
３　二 人 以 上 の 世 帯 の う ち 勤 労 者 世 帯 の 家 計 の 概 要
　　　平成１８年の福井市の二人以上の世帯のうち勤労者世帯（以下、二人以上の勤労者世帯）の１世帯当たり（平均世帯人員 3.76人、有業人員 1.77人、世帯主の平均年齢 48.5歳）の１か月平均の家計収支の概要は、次のとおりです。

　(１)  収入の動向
　　①　実収入は(+)11.4％の実質増加
　　　二人以上の勤労者世帯の実収入は、１か月平均 630,394円で、前年に比べ名目(+)12.0％、実質(+)11.4％の増加で、２年連続の実質増加となりました。
　　　なお、全国の二人以上の勤労者世帯の実収入は、１か月平均 525,719円で、名目(+)0.2％の増加、実質(-)0.1％の減少となりました。　　　　　　　　　
　福井市は世帯主収入、配偶者収入、他の世帯員収入、公的年金等を含むその他の収入すべてで全国平均を上回っています。　　　　　　　　　　　　　　（図５,６・統計表第６表)
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図５　福井市の実収入の内訳および対前年増加率の推移（二人以上の勤労者世帯)
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図６　実収入の内訳（二人以上の勤労者世帯）
＜最近の動き＞

平成９年には景気の拡大の影響により、世帯主収入、配偶者収入、他の世帯員収入が実質増加となったことから実収入は実質(+)9.1%の増加となりました。平成１０年以降は、平成１３年を除き景気の低迷により、実収入の実質減少が続きましたが、平成１７年には世帯主収入、他の世帯員収入が実質増加したことにより、実収入は４年ぶりに実質(+)4.8％の増加となりました。平成１８年は景気の緩やかな回復により、世帯主収入、配偶者収入、他の世帯員収入で実質増加となり、実収入も実質(+)11.4％の増加となりました。　　　　（図５・統計表第６表）
2 　可処分所得は (+)10.6％の実質増加
二人以上の勤労者世帯の可処分所得（実収入から税金、社会保険料などの非消費支出を差し引いた額）は、１か月平均 523,646円で、名目(+)11.2％、実質(+)10.6％の増加となり、２年連続の実質増加となりました。
＜最近の動き＞

平成１０年以降、平成１３年を除き、景気の低迷により実収入が減少したことなどにより、
実質減少が続きましたが、平成１６年に減少幅が縮小し、平成１７年には実質(+)4.9％の増加となりました。平成１８年は定率減税の縮小などから非消費支出が増加したものの、実収入が増加したことにより(+)10.6％の実質増加となりました。　　　　　　（図７　統計表第６表）
図７　福井市の可処分所得額・非消費支出額および対前年増加率の推移
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二人以上の勤労者世帯）
3 　非消費支出は(+)16.5%の名目増加
　　非消費支出は106,747円で、前年に比べ名目(+)16.5%の増加となりました。

平成１８年は、平成１１年以降実施された定率減税が2分の1に縮減され、社会保険料の引き上げが実施されたことにより非消費支出は増加しました。　　　　　（図７・統計表第６表）
（２）　支出の動向
　　　　～消費支出は(+)19.3％の実質増加～
　　　二人以上の勤労者世帯の消費支出は、１か月平均 353,918円で、前年に比べ名目(+)19.9％、実質(+)19.3％の増加となりました。

　　　　　なお、全国の二人以上の勤労者世帯の消費支出は、１か月平均　320,231円で、名目(-)2.8％、実質(-)3.1％の減少となりました。

　　
　　　　＜最近の動き＞

平成１５年に４年ぶりに実質(+)6.4％の増加となりましたが、平成１６年に実質(-)3.1%減少となりました。その後景気の持ち直しにより平成１７年、１８年と実質増加となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（図８・統計表第６表）
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図８　福井市の消費支出額および対前年実質増加率の推移（二人以上の勤労者世帯）

費目別の内訳をみると、「住居」は13,298円で実質(-)13.0%の減少となりましたが、その
他の費目についてはすべて実質増加となりました。「被服及び履物」は18,995円で実質(+)　27.3%、「交通・通信」は49,032円で実質(+)23.0%とそれぞれ大幅増加となり、全国に比べ支出が多くなっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　（図９,１０・統計表第６表）
図９　福井市の消費支出の費目別対前年実質増加率　（二人以上の勤労者世帯）
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図１０　消費支出の費目別内訳　（二人以上の勤労者世帯）
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（３）家計収支のバランス
①　平均消費性向は前年を上回る

　　　二人以上の勤労者世帯の平均消費性向（可処分所得に対する消費支出の割合）は67.6%で、前年(62.7%)を4.9ポイント上回りました。 

　　　なお、全国の二人以上の勤労者世帯の平均消費性向は、72.5%で、前年（74.7%）を2.2ポイント下回りました。

平成１８年は、消費支出の増加率が可処分所得の増加率より伸びたことにより、平均消費性向は上昇しましたが、全国平均と比較すると常に下回っています。
(図１１・統計表第６表)
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図１１　平均消費性向推移（二人以上の勤労者世帯）
②　黒字率は前年を下回る

　　　二人以上の勤労者世帯の黒字は、１か月平均 169,728円で、前年に比べ、名目(-)3.5％の減少となりました。
可処分所得に対する黒字の割合を示す黒字率は、前年(37.3％)を4.9ポイント下回る32.4％となりました。                                 　　　　　 (図１２・統計表第６表)
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図１２　福井市の平均消費性向と黒字率の推移（二人以上の勤労者世帯）
③　平均貯蓄率は前年を下回る
　　　二人以上の勤労者世帯の平均貯蓄率（可処分所得に対する貯蓄純増の割合）は25.2％で前年(32.1％)を6.9ポイント下回りました。

なお、全国の二人以上の勤労者世帯の平均貯蓄率は、18.6%で、前年（16.3%）を2.3ポイント上回りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図１３・統計表第６表）

図１３　平均貯蓄率の推移（二人以上の勤労者世帯）
（参考）　福井市の家計収支のバランス（二人以上の勤労者世帯）
　　　　　　　　　　　（平成１８年平均１世帯あたり1ヶ月間の収入と支出）
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